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BIM ライブラリ技術研究組合 

設備部会本会議｢第 4 回｣(新年度第 1 回) 
 

議事次第 
 
日 時：令和 3 年 4 月 21 日（水） 
設備部会本会議：PM 3：00～4：30 
場 所：Web 会議室 
 

１. 設備部会本会議 

（１） BLCJ 設備部会活動報告 

（２） 2020 年度 PRISM 作業報告 

PRISM 設備部会:設備分野における検討 

・オブジェクトライブラリの拡充 

・オブジェクト属性およびオブジェクトライブラリの充足度の検討 

・モデル建物での検討(設備設計) 

・モデル建物での検討による属性・オブジェクトの修正・整備 

・PRISM-2020 ベンダー各社対応 

（３） BLCJ オブジェクト標準今年度編成内容説明 

（４） 次年度活動計画について 

（５） その他(意見交換等) 

 
 
【配布/説明資料】 

資料 設 1- 1. BLCJ 設備本会議(第 4 回)20210421 議事次第 

資料 設 1- 2. BLCJ 会員リスト･設備部会メンバーリスト 

資料 設 1- 3. BLCJ 設備コア会議(第 3 回)20201224 議事録(案) 

資料 設 1- 4. BLCJ 設備コア会議(第 4 回)20210119 議事録(案) 

資料 設 1- 5. BLCJ 設備コア会議(第 5 回)20210119 議事録(案) 

資料 設 1- 6. 設備部会 PRISM/BLCJ 活動計画 

資料 設 1- 7. 2020 年度 PRISM 報告書｢設備｣抜粋版 

資料 設 1- 8. ｢設備仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト編成(案) 

資料 設 1- 9. ｢電気仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト編成(案) 

資料 設 1-10.｢電気｣BLCJ_shikizai｢電設 Code｣改定(案) 

資料 設 1-11.技術運営委員会資料 
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1 首都大学東京 大学院都市環境科学研究科 建築学域 准教授 一ノ瀬 雅之 T1 1 1 1 1 1

2 (株)日本設計 BIM室/環境･設備設計群 上席主管 吉原 和正 S1 1 1 1 1

3 (株)日建設計 設備設計ｸﾞﾙｰﾌﾟ BIMｴﾝｼﾞﾆｱ 吉永　修 S1 1 1 1 1

4 (株)大林組 ｉＰＤセンター制作第二部 上級主席技師 焼山　誠 S1 1 1 1 1 1

5 (一社)buildingSMART Japan 新菱冷熱工業㈱技術統括本部BIMｾﾝﾀｰ 専任課長 設備FM分科会リーダ 谷内 秀敬 T2 1 1 1 1 1

6 (一財)建築保全センター 理事・所長 寺本 英治 J 1 1 1

一般企業会員 1 1 1 1 1

1 (株)朝日工業社 技術本部 技術企画部 部長 平泉　尚 S1 1 1

2 アズビル(株) ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑｶﾝﾊﾟﾆｰ 計装本部 計装営業 企画部 課長 三浦 克人 S1 1 1 1

3 アズビル(株) ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑｶﾝﾊﾟﾆｰ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部 本部長補佐 古谷 守 S1 1 1

4 (株)梓設計 機械システム部 参与 岩下 悟 S1 1 1

5 (株)梓設計 電気システム部 部長 斉藤 禎二 S1 1 1

6 (株)イズミシステム設計 システム事業本部 取締役 田中　康俊 S3 1

7 (株)イズミシステム設計 事業企画室 副室長 西井 祐樹 S3 1

8 (株)NYKシステムズ 営業部 部長 福田 義徳 S2 1

9 (株)NYKシステムズ 開発部 開発部グループ長 古賀 信貴 S2 1

10 (株)ＦＭシステム 代表取締役社長 柴田 英昭 S3 1

11 河村電器産業(株) ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進G 受注改革ｿﾘｭｰｼｮﾝ課 榎 寿哲 S1 1 1 1

12 (株)関電工 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 設計ﾁｰﾑ 主任 榎本 良太 S1 1 1

13 (株)キッツ 技術企画部 技術ｼｽﾃﾑGr 岸　京平 S1 1 1

14 (株)キッツ 技術本部 本部長 平島 孝人 S1 1 1

15 (株)キッツ 技術本部 ｶｽﾀﾏｰ技術部 小柳 徹郎 S1 1 1

16 (株)キャディアン 建築設備部 ﾁｰﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ 山﨑 裕子 S2 1

17 (株)キャディアン 建築設備部 ﾁｰﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ 荻原 陽子 S2 1

18 (株)きんでん 技術本部　安全品質保証部 課長 鈴木 正人 S1 1

19 (株)久米設計 設計推進部 上席主査 田中　武 S1 1

20 (株)建築ピボット 開発部 取締役 長谷川 秀武 S3 1

21 佐藤工業(株) BIM推進部 青山　剛 S1 1 1 1 1 1

22 佐藤工業(株) 設備設計部設備設計課 池田 紀生 S1 1 1 1 1 1

23 清水建設(株) 設計技術部 生産改革ｸﾞﾙｰﾌﾟ 設計長 大内 政治 S1 1

24 新菱冷熱工業(株) 技術統括本部　BIMｾﾝﾀｰ 専任課長 田辺　恵一 S1 1 1

25 住友セメントシステム開発(株) FMｿﾘｭｰｼｮﾝ部　保守ﾁｰﾑ ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 利光 輝 S1 1

26 ダイキン工業(株) 電子ｼｽﾃﾑ事業部 開発・技術部 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 中西 勇夫 S1 1 1 1

27 ダイキン工業(株) 設備営業本部 設備営業部 廣澤 史彦 S1 1 1 1

28 (株)ダイテック ＣＡＤ営業部　東京事業所 所長 井上 直樹 S1 1 1

29 (株)ダイテック 名古屋技術部 開発3課 課長 山口 正明 S1 1 1 1 1 1

30 高砂熱学工業(株) ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ新技術開発部 BIM推進室 室長 千葉  俊 S1 1

31 高砂熱学工業(株) ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ新技術開発部 BIM推進室 担当部長 今野 一富 S1 1

32 (株)竹中工務店 設計本部 課長 本間　貴大 S1 1 1 1

33 (株)中電工 営業本部　設計部 専任副長 新山祐一 S1 1

34 (株)中電工 技術本部 設計部 次長 西花 聡一 S1 1 1

35 (株)中電工 東京本部 営業部 設計課 課長 村上 賢良 S1 1 1

36 デュアル･アイ･ティ(株) 代表取締役 德永 義明 S3 1

37 デュアル･アイ･ティ(株) 取締役 岩渕 竜一 S3 1

38 東急建設(株) BIM推進部 部長 林　征弥 S1 1

39 東急建設(株) BIM推進部 課長 吉村 知郎 S1 1

40 東急建設(株) BIM推進部 課長 邊見 一考 S1 1

No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名
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41 戸田建設(株) 建築本部ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ推進部 課長代理 髙野 明宣 S1 1 1

42 ＴＯＴＯ(株) 商品販売企画部　商品販売企画G ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 東元 詩朗 S1 1 1 1

43 ＴＯＴＯ(株) お客様相談ｾﾝﾀｰ商品情報G 企画主査 小嶋 香織 S1 1 1 1

44 ＴＯＴＯ(株) 商品販売企画部　商品販売企画G ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 鈴木 雅大 S1 1

45 ＴＯＴＯ(株) 商品販売企画部　商品販売企画G 石井　彰 S1 1 1 1

46 (株)トーエネック 営業本部設計部総括G ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 古守 昌彦 S1 1 1

47 (株)トーエネック 空調管本部　設計部　 部長 山田　宏 S1 1 1

48 (株)トーエネック 営業本部設計部総括G 副長 淵上 尚子 S1 1 1

49 (株)トーエネック 営業本部設計部総括G 副長 濵田 純子 S1 1 1

50 東芝キヤリア(株) システム技術センター営業技術部 部長 室井 邦雄 S1 1

51 東芝キヤリア(株) 経営情報ｼｽﾃﾑ部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ生産ｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑ担当 谷崎　俊介 S1 1 1 1

52 東芝キヤリア(株) 国内事業本部 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 巻田 大輔 S1 1 1 1

53 東芝キヤリア(株) 営業技術部　 参事 加々見 真 S1 1 1 1

54 東洋熱工業(株) 工務技術部 副参事 中島 貴司 S1 1

55 (株)日建設計 設備設計部門 環境･設備技術部 主管 永瀬　修 S1 1 1 1 1

56 (株)日建設計 設備設計ｸﾞﾙｰﾌﾟ BIMｴﾝｼﾞﾆｱ 吉永　修 S1 1 1 1 1

57 (株)日建設計 設備設計ｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝｽﾀｼﾞｵ 石川 浩美 S1 1 1 1 1

58 (株)日本設計 第2環境・設備設計群 兼 BIM室 主管 大谷 文彦 S1 1 1 1

59 日本郵政(株) 不動産部門 施設部 施設保全ｸﾞﾙｰﾌﾟ 担当部長 土田 真一郎 S1 1 1

60 日本郵政(株) 不動産部門 施設部 品質管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞ 小林　伸樹 S1 1

61 日本郵政(株) 不動産部門 施設部 建築計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主任 田所 拓也 S1 1 1

62 日本郵政(株) 不動産部門 施設部 建築計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主任 別井 貴紀 S1 1 1

63 日本ピーマック(株) 技術本部 技術開発 主任 矢部 朋裕 S1 1 1

64 野原ホールディングス(株) VDCｶﾝﾊﾟﾆｰ ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 能勢 平太郎 S1 1

65 野原ホールディングス(株) VDCｶﾝﾊﾟﾆｰ ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 石田　渉 S1 1

66 (株)ノーリツ 関東支社 営業推進部 技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾘｰﾀﾞ 池内 康彦 S1 1 1 1 1

67 (株)ノーリツ 関東支社 業用営業部 ﾘｰﾀﾞ 樋口 昌輝　 S1 1

68 (株)ノーリツ 関東支社 営業推進部 技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ 関根 悦子 S1 1 1 1 1

69 (株)ノーリツ 関東支社 営業推進部 技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ 金子 和宏 S1 1 1 1

70 (株)ノーリツ 関東支社 業用営業部 田中　朗 S1 1 1 1

71 (株)ノーリツ 関東支社 業用営業部 伊藤 啓慈 S1 1 1 1

72 パナソニック(株) ﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部MSC 課長 渡邉 純一 S1 1 1 1 1 1

73 パナソニック(株) ﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部MSC 主任技師 小柴 慎一 S1 1 1 1 1 1

74 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社ものづくり革新本部 主幹 石田 哲夫 S1 1 1 1

75 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社ものづくり革新本部 主務 上野　賢 S1 1 1 1

76 パナソニック(株) ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｼｽﾃﾑｽﾞ社 IAQBU営業部 牛嶋　誠 S1 1 1 1

77 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業部 部長 青井 克行 S1 1 1 1

78 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業部 課長 加々良 直孝 S1 1 1 1

79 (株)ファーストスキル 代表取締役 庄司　一 S3 1

80 (株)ファーストスキル 営業部 部長 吉澤正秋 S3 1 1 1

81 (株)ベイテクノ (株)関電工 代表取締役社長 佐藤 芳伸 S3 1

82 (株)ベイテクノ 設計積算部 設計課 主任 加藤 大策 S3 1 1

83 三谷産業(株) 首都圏企画設計部 部長 田畑 憲一 S1 1 1

84 三谷産業(株) 首都圏企画設計部 BIM推進室 田保 祥子 S1 1 1

85 三谷産業(株) 首都圏企画設計部 BIM室 中田 裕実 S1 1 1

86 三井物産(株) ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ本部 機能材料事業部 担当 足立 航平 S1 1

87 三菱電機(株)　 空調冷熱ｼｽﾃﾑ事業部 空調冷熱計画部 今川 雄希 S1 1 1 1
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88 三菱電機(株)　 空調冷熱ｼｽﾃﾑ事業部 空調冷熱計画部 専任 山田 真市 S1 1 1 1

89 三菱電機(株)　 電材住設ｽﾏｰﾄ事業部 市場技術支援1G 専任 鳥羽 正裕 S1 1 1 1

90 (株)LIXIL LBTJ市場開発統括部 住設営業G 技術設計T　 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ 二瓶 伸夫 S1 1 1 1

91 (株)LIXIL ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部門 商品情報統括部 ｶﾀﾛｸﾞ企画部 水野 順之 S1 1 1

92 (株)LIXIL LWTJｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ本部 ﾌﾟﾛｾｽ改革部 商品情報G 主査 盛田 裕紀 S1 1 1

93 (株)四電工 CAD開発部 営業課 課長 濱田 智祥 S1 1 1 1 1 1

94 (株)四電工 CAD開発部 開発課 副長 西原 功二 S1 1 1 1 1 1

95 (地法)日本下水道事業団 情報ｼｽﾃﾑ室 室長代理 金澤 純太郎 S1 1

96 キャデナス・ウェブ・ツー・キャド（株） 代表取締役社長 村田靖彦 S2 1

97 ホーチキ（株） 代表取締役社長 山形明夫 S1 1

98 ホーチキ（株） データ設計センター長 橋口重彦 S1 1

1

団体会員 1

1 (一社)日本建築積算事務所協会 副会長 楠山 登喜雄 T2 1

2 (一社)日本電設工業協会 永野 幹雄 T2 1

3 (一社)日本リノベーションマネジメント協会 理事 山本 隆彦 T2 1

1

事務局 1

1 (一財)建築保全センター 専務理事 寺本 英治 J 1

1 (一財)建築保全センター 参事 山口 浩史 J 1 1 1 1 1

2 (一財)建築保全センター 第一研究部長 山中　隆 J 1

3 (一財)建築保全センター 事務局 福島 孝治 J 1 1 1 1 1

4 (一財)建築保全センター 事務局 平田 昌美 J 1 1 1 1 1

1
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BIM ライブラリ技術研究組合 
 

設備部会第 4 回コア会議･議事録(案) 
 
日時：2021 年 2 月 18 日（木）13:10 14:45 

場所：TeamsWeb 会議室 

出席者： （敬称略、順不同） 

 
 

議事録担当：ダイテック 山口 
  

設備部会コア（PRISM 作業） 
 
１．PRISM 作業打合せ概要説明（吉原副部会長） 

 1）ベンダーのサンプルモデル作成状況・課題の確認を行う。 

2）ジェネリックモデルの作成状況の確認を行う。 
 
２．ベンダーサンプルモデル作成状況・課題確認 

 1）ベンダー各社からの報告 

  ①ダイテック（山口委員） 

   作成状況等について以下のとおり報告があった。 

   ・ダイレクト変換で Revit データの建築・設備モデルを読み込んだ。 

   ・全体的にモデルのキャプチャ用に色等の調整をおこなった。 

   ・屋上のモデルについては、ジェネリックオブジェクトには置き換えていない。 

   ・3F のモデルについては、パッケージエアコンをジェネリックオブジェクトに置き換えた。 

   ・照明器具については Tfas のネイティブオブジェクトに置き換えている。 

設備部会コア会議 第4回 2021/2/18
出席 会社名 名前 出席 会社名 名前

首都大学東京 一ノ瀬 部会長 ◎ （株）トーエネック 山田　宏 

◎ (株)日本設計 吉原 副部会長 (株)ダイテック 井上 直樹

◎ (株)日建設計 吉永 副部会長 ◎ (株)ダイテック 山口 正明

◎ (株)大林組 焼山　誠 (株)日建設計 吉崎 大助

(一社)buildingSMART Japan 谷内 秀敬 (株)日建設計 石川 浩美

新菱冷熱工業(株) 増田 委員 ◎ (株)日本設計 大谷 文彦

新菱冷熱工業(株) 佐藤 委員 ◎ (株)ファーストスキル 吉澤正秋

(株)NYKシステムズ 福田 義徳 ◎ (株)四電工 西原 功二

◎ (株)NYKシステムズ 古賀 信貴 ◎ (株)シスプロ 本田 礼之

◎ ダイキン工業(株) 中西 勇夫 ◎ (株)関電工 榎本 良太

ダイキン工業(株) 廣澤 史彦 ◎ (株)ノーリツ 関根 悦子

◎ 高砂熱学工業(株) 今野　一富 ◎ (株)ノーリツ 金子 和宏

◎ 三菱電機(株) 山田 真市 ◎ (株)ノーリツ 池内 康彦

◎ (株)竹中工務店 桑形　航也 ◎ (一財)建築保全センター 山中　隆

◎ イズミシステム設計 西井 祐樹 ◎ (一財)建築保全センター 山口 浩史

◎ イズミシステム設計 田中 康俊 (一財)建築保全センター 福島 孝治

出席：22名
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   【質疑】 

    ・変換は IFC で読み込んだのか？（BLCJ 山中） 

     →Revit ダイレクト変換の方が変換精度が高いので、建築も設備も読み込んだ（山口委員） 

    ・属性についても全て渡っているのか？ 

     →属性については、現状取りこめるものの一部になっている（山口委員） 

    ・搬送系の部材については置き換えていないか？ 

     →Tfas の部材として変換されるので、手動で置き換えは行っていない。 
 
  ②NYK システムズ（古賀委員） 

    作成状況等について以下のとおり報告があった。 

    ・Revit モデルをダイレクト変換で取り込んだ。 

    ・部屋ごとに型番が分かれていたので、一つ一つ置き換え作業が発生し時間を要している。 

    ・BLCJ の標準を直接取り込めるようにしている。 

    ・BLCJ のジェネリックオブジェクトは、平面図がなくそのままでは使えない状態になって 

     いた。（図面に表示されない） 

    ・平面図がないものも Rebro でユーザー部材として登録しなおせば図面に表示されるよう 

     になるので、再登録している。 

    ・大便器の床置きと壁掛け等までは選別して置き換えるのは困難である。 

    ・照明器具については、ダイレクト変換で取り込んだままの状態である。 

    ・図面化するには、機番が取り込めないため作業に時間を要する。 

    ・Revit には機番があるが BLCJ 標準にないので取り込めないため、機番は空になって 

     いる。 

    ・機番は Revit 上でインスタンスに入っていれば取り込めるが、タイプパラメーターと 

     して入っていた。タイプパラメーターに入ることもあるのか？ 

     → 両方考えられる。（吉永副部会長） 

    ・機番のような課題についてはベンダーが何か報告するようなことになるのか？ 

     →昨年度と同様にオブジェクト評価シートを配布して課題等を記入して頂く予定である。 

      オブジェクト評価シートについては、本会議終了後事務局より配布して頂く。 

     （吉原副部会長） 

    ・課題については、Stem 変換に関することで Revit のダイレクト変換は特に必要ないか？ 

     → Stem 変換に関する課題のみでよい。（吉原副部会長） 
 
  ③ ダイキン工業（中西委員） 

    作成状況等について以下のとおり報告があった。 

    ・他ツールを通してモデルを取り込んだ。 

    ・属性が取り込めなかったのでほとんどの機器をネイティブオブジェクトに置き換えた。 

・室内機については昨年度作成したジェネリックオブジェクトに置き換えた。 

・昨年作成していないジェネリックオブジェクトは置き換えを行っていない。 
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・平面プロット図や 3D モデルのキャプチャを取得することは問題ない。 

・機番は抜けているので機器表の作成は難しく機器リスト程度になる。 

・ガス給湯器が見当たらなかった。 

 → 1F の左下あたりにあるので、置き換えをお願いしたい。（吉原副部会長） 
 
  ④四電工（西原委員） 

・Revit データをダイレクトに読み込んで属性情報も取り込めている。 

・3F の空調機を昨年作成したジェネリックオブジェクトに置き換えている。 

・置き換え作業については 8~9 割程度完了している。 

・課題については整理できていないので報告書で記載したい。 

・昨年度作成したジェネリックオブジェクト 4 機種についての置き換えは問題ないか 

    （吉原副部会長） 

 → 問題ないと考えている。 

・機番については同じような問題が発生しているか？（吉原副部会長） 

 →まだ確認できていないが、他のベンダー同様に問題になる可能性がある。 
 
  ⑤シスプロ（本田委員） 

・Revit データを MicroStation で読める形式にした上で取り込んだ。 

・ガス給湯器とパッケージ 4 方向のみ置き換えている。 

・機番については取込み後に手動で付加した。 

・Stem 属性は昨年作成したものを取り込んでいる。 

・便器と照明器具については、Revit と同じ形状にしているが置き換えた方がよいか？ 

 →ある程度同等のものに置き換えた方がよい（吉原副部会長） 
 
  2) 全体調整事項等について 

・小便器や流し台等は置き換えれるものだけでよいか？ 

 → それで問題ない。 

・表の作成が難しい 

 →表作成は必須ではないし、置き換えたオブジェクトだけの表でも良い。 

・図面化の完成度を合わせた方がよいのではないか？  

 →プロット図に機番は必要なく、4 方向カセット、照明器具、給湯器、大便器を 

     １か所だけでも置き換えてそのイメージと属性情報の画面キャプチャがあれば 

     よしとしたい。（吉原副部会長） 

・昨年度よりオブジェクト全部の整備から属性定義に考え方をシフトしたと考えているが、 

 各ベンダーが持っているネイティブオブジェクトに対して、Stem のパラメータが付加 

 されるというイメージであっているか？（吉永副部会長） 

→ 考え方は同じである。事務局はどう考えているか？（吉原副部会長） 

 → 建築はその方向であるが、設備に関しては今後多岐に渡り検討していく必要があると 

  考える。（BLCJ 山中） 
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 → 検討するにしても時間的制約もあるのでその点を考慮する必要がある。（吉原副部会長） 

・昨年度は大便器を作成していないのではないか？（中西） 

 → Teamsにアップロードしているが不明な場合は事務局に確認して欲しい（吉原副部会長） 

 → 昨年度のデータを Teams にアップロードする。（BLCJ 山中） 

 → 2018 年度作成モデルもアップロードして欲しい（中西委員） 

 → 承知した（BLCJ 山中） 

・メーカーモデルについては、次回以降調整する。 
 
３．ジェネリックオブジェクトの作成状況報告（吉澤委員） 

 ・コンパクト型とユニット型空調機の 17 機種を作成済みで、管理検索ソフトで確認できる 

  状態になっている。 

 ・それぞれ代表機種のみ 2D の 6 面図を用意している。 

 ・BLCJ の試行サイトへの掲載はこれからであるが、BLCJ のデータとして送付することはできる。 

 ・電気の形状データの作成状況についてはどうか？（吉原副部会長） 

  → 今週中にモデルを作成する予定である。次回会議で形状自体は見せることができる予定で 

    あるが、IDX ファイルについてはまだ調整すべき点があるため、もう少し時間を要すると思 

    われる。（吉澤委員） 
 
４．報告書 

 ・進捗と今後の進め方について説明があり、担当について会議後調整することになった。 

 

５．今後の会議予定 

 ・2／25（木）10：00～12：30 PRISM コア会議第 5 回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建築研究所 建築保全センター

確認印
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BIM ライブラリ技術研究組合 
 

設備部会第 5 回コア会議･議事録(案) 
 
日時：2021 年 2 月 25 日（木）10:00 12:30 

場所：TeamsWeb 会議室 

出席者： （敬称略、順不同） 

 
 

議事録担当：新菱冷熱工業 谷内 
  

設備部会コア（PRISM 作業） 
 
１．PRISM 作業打合せ概要説明（吉原副部会長） 

 2 月 18 日の内容を継続して設備サンプルモデル建物検証 

（Revit モデル→設備 CAD ベンダー5 社） 

BIM モデル作成経過（電気機器レビュー） 

 

各ベンダー様に整理したサンプルモデルを確認し報告書にまとめる(吉原) 

 
２．ベンダーサンプルモデル作成状況・課題確認 

 1）ベンダー各社からの報告 

  ①ダイテック（山口委員） 

   作成状況等について以下のとおり報告があった。 

・ イメージとして属性情報を貼り付けている 

設備部会コア会議 第4回 2021/2/18
出席 会社名 名前 出席 会社名 名前

首都大学東京 一ノ瀬 部会長 ◎ （株）トーエネック 山田　宏 

◎ (株)日本設計 吉原 副部会長 (株)ダイテック 井上 直樹

◎ (株)日建設計 吉永 副部会長 ◎ (株)ダイテック 山口 正明

◎ (株)大林組 焼山　誠 (株)日建設計 吉崎 大助

(一社)buildingSMART Japan 谷内 秀敬 (株)日建設計 石川 浩美

新菱冷熱工業(株) 増田 委員 ◎ (株)日本設計 大谷 文彦

新菱冷熱工業(株) 佐藤 委員 ◎ (株)ファーストスキル 吉澤正秋

(株)NYKシステムズ 福田 義徳 ◎ (株)四電工 西原 功二

◎ (株)NYKシステムズ 古賀 信貴 ◎ (株)シスプロ 本田 礼之

◎ ダイキン工業(株) 中西 勇夫 ◎ (株)関電工 榎本 良太

ダイキン工業(株) 廣澤 史彦 ◎ (株)ノーリツ 関根 悦子

◎ 高砂熱学工業(株) 今野　一富 ◎ (株)ノーリツ 金子 和宏

◎ 三菱電機(株) 山田 真市 ◎ (株)ノーリツ 池内 康彦

◎ (株)竹中工務店 桑形　航也 ◎ (一財)建築保全センター 山中　隆

◎ イズミシステム設計 西井 祐樹 ◎ (一財)建築保全センター 山口 浩史

◎ イズミシステム設計 田中 康俊 (一財)建築保全センター 福島 孝治

出席：22名
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・ Stem にあるものは属性として表示され、Stem にないものは任意属性として表示される 

Tfas 

・ 室外機の変更あり（BLCJ のサイトにある物を使用） 

・ 属性情報も置き換えている 

・ ２D に関してデータが無いものは、３D をなぞって作成 

（２D がないと登録できないので、２D 測り作成してある） 

・ ３Ｆ洋風便器・・・置き換え済み 

・ １F 給湯器・・・昨年作成したものを置き換え済み 

 
 
  ②NYK システムズ（古賀委員） 

    作成状況等について以下のとおり報告があった。 

・ 属性について BLCJ 標準オブジェクトに置き換え済み 

・ Rebro 

・ BLCJ の属性に変わったので OmuniClass のコードが入っている 

・ Revit から Rebro ３D で投影したものが読み込まれる 

 

・ 体裁についてはどこまでベンダーがやるべきか（古賀様） 

・ →このまま Word で作成したものを各社統合するので大丈夫です。（吉原様） 

・ →このまま Word で提出します（古賀様） 

     
 
  ③ ダイキン工業（中西委員） 

    作成状況等について以下のとおり報告があった。 

・ 室外機・・・ダイキン 

・ 室内機・・・BLCJ（能力に合わせて置き換え済み） 

・ 照明・・・昨年のものを置き、属性が取れるようにしている 

・ 空調機置き直し・・・属性として表示されている 

・ １F ガス湯沸かし器・・・昨年の属性として表示されている 

・ 屋上・・・ダイキン空調室外機があるものもある 

    
 
  ④四電工（西原委員） 

・ Revit CadewaSmart でよみこんだもの 

・ Revit で読み込んだものは、CadewaSmart で属性情報が保持できる 

・ Stem のマスターを使用しているが、BLCJ のものを使用すると Uniclass が表示される 

 

・ BLCJ に差し替えたものを報告書に載せます（吉原様） 

・ Stem のマスターを使用しているが、マスター書き換えは簡単ですか（吉原様） 
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・ →簡単ですので、スクリーンショット取り直します（西原様） 
 
  ⑤シスプロ（本田委員） 

・ 以前は基盤を置いていたが、今回は排除している 

・ ガス湯沸かし器・・・昨年のものを使用している 

・ 洋風便器・・・再登録したもの 

・ 機器番号について・・・以前は入れていたがコウはあるがままの状態にしてる 

・ 照明器具・・・昨年のものを置くようにする 

 

⑥ファーストスキル（吉澤委員） 

・ 管理建築ソフトを登録 

 

・ 機械・電気・分かれていた？（山口様） 

・ ・電気用・設備用・違うので電気用で読み込んでいる？（吉原様） 

・ →ちゃんと分けて読み込んでいますが、出てきたのは形式だけです（吉澤様） 

 

  2) 評価シートについて 

・ 評価シートを別に書くというのはどうか？（混ぜて書くと分かりにくくなるのでは） 

・ →各々IFC・建築・設備などに分けてシートを書けばよいのでは（山中様） 

・  

・ データ形式が建築データの形式として書くくらいでしょうか（吉永様） 

・ それが Revit から読んだものなのか IFC から読んだものなのかが分かるようにして置ければい

いのでは（吉永様） 

・ 各項目を書いて頂く時に、変換データも書いて頂けるようにするか（山中様） 

・ Excel の評価シートを統一で書く 

・ 表に表せない時は、コメント等で記入した貰う方が良い 

・ 各ベンダーさんのコメントから体裁を整えていきます（吉原様） 

・ コメントから表の内容を変えていきましょう（焼山様） 
 
３．ジェネリックオブジェクトの作成状況報告（山中様） 

・ 報告書は Teams に格納している 

・ 格納先について・・・PRISM2020＞★PRISM2019 報告書＞PRISM「R－」報告書 

・ 報告書最新版は 2020 となる 

  
 
４．報告書提出について 

・ PRISM 報告書提出について・・・3 月 22 日（月曜）迄 

・ 内容としては３D が置き換えられていればよい（山中様） 

・ 3 月 22 日提出前に設備部会を調整して開催したいと考える（吉原様） 
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以上 

 

報告書についての会議 

 

1．ベンダーサンプルモデル課題について 

昨年作成したメーカーさんのオブジェクトを今日作成してもらったものと差し替えしてもらう 

 

2．評価表のアレンジについての課題 

・ジェネリックオブジェクトでも評価表は書くのでしょうか？（吉永様） 

・書きます、個別のオブジェクトでも書きます（吉原） 

・今回のまとめ方として、チェックにチェックを付けてまとめるかどうかだが、状況的に一つ一つ確

認する時間がない（吉永様） 

・前回はいろいろな人にチェックしてもらっている（吉永様） 

・各コメントを抽出して、まとめるという形でよいと考える（山中様） 

・例年はコアのメンバーで書いて頂いたので集計されている（山中様） 

・ファーストスキル様には書いて頂くという事でファイルを共有します（吉永様） 

 

3. IDX について 

・ IDX のデータをコピペして Word に貼り付けたのか？（吉澤様） 

・ メモ帳等で開いて画面キャプチャを貼り付けたと思います（吉原様） 

・ 本編の方に代表機種を３D 形状とインデックス形状と貼り付けて、残りを資料編の方に３D 画

像やインデックスデータを貼ってください（吉原様） 

 

 

4．課題についての今後の取り纏めの日程について 

・ 3 月 8 日（月）15：00~   ⇒ 時間変更 

  

以上 
 
 
 
 
 
 

建築研究所 建築保全センター

確認印
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BIM ライブラリ技術研究組合 
 

設備部会第 3 回コア会議･議事録(案) 
 
日時：2021 年 2 月 2 日（火）14:45 17:00 

場所：TeamsWeb 会議室 

出席者： 

 
議事録担当：シスプロ 本田 

 
設備部会コア（PRISM 作業） 

1. 前回議事録の確認 （吉原副部会長） 

・12/24 の議事録確認 

PRISM 要件確認 

・1/19 の議事録確認 

  REVIT によるサンプルデータ作成完了後の作業の流れの確認 

  Teams のチャンネルに収納 

  Revit データ、IFC データおよび図面データを収納 

  ２月１８日にベンダーからの報告、２５日にまとめ作業を行う予定 

 

2．各ベンダーからの質問等 

 1）ダイテック 

（山口氏） 

・Tfas で取り込んでみた。Revit の建築での、設備の外部リンクが切れているが、別々に取り込ん

で処理をしている。 

・配管／ダクトで用途が落ちているが利用できる状態である。 

 

2）NYK 

（古賀氏） 

・RUG で設定している部材のようなので、おおむね問題なく取り込んでいる。 

設備部会コア会議 第3回 2021/2/2
出席 会社名 名前 出席 会社名 名前
◎ 首都大学東京 一ノ瀬 部会長 (株)日建設計 吉崎 大助
◎ (株)日本設計 吉原 副部会長 (株)日建設計 石川 浩美
○ (株)日建設計 吉永　修 (株)日本設計 大谷 文彦
◎ (株)大林組 焼山　誠 ◎ (株)ファーストスキル 吉澤正秋
◎ (一社)buildingSMART Japan 谷内 秀敬 ◎ (株)四電工 西原 功二
◎ 新菱冷熱工業(株) 増田 

(株)NYKシステムズ 福田 義徳 ◎ (株)シスプロ 本田 礼之
◎ (株)NYKシステムズ 古賀 信貴
◎ ダイキン工業(株) 中西 勇夫 ◎ (一財)建築保全センター 山中　隆

(株)ダイテック 井上 直樹 (一財)建築保全センター 山口 浩史
◎ (株)ダイテック 山口 正明 (一財)建築保全センター 福島 孝治

出席：13名
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・機器に関して昨年度のどのデータを取り込めばよいか指示願いたい 

・ジェネリックで標準部材をどこまで取り込むかが不明 

・ファン＋チャンバーを、ファンのみとして変換している 

 

・１フロアーだけメーカーの純正部材と置き換えるのを作成するのか？の質問に対しては、Rebro 

で配置したものを準備したもので、それと同じようにメーカーオリジナルを配置することとする。 

・版権等を渡さないことや、ベンダーだけがおこなえるテクニックも今回は利用しているだろうか

ら、建築も含めて公開しない方向にする。 

 

3）四電工 

（西原氏） 

・CADEWA で読み込んでみた 

・機器が何階に難題あるかわかる資料はあるか？の問いに対しては、Teams に掲載している PDF

に図面が収納されているとの返答あり（吉原氏） 

 

・今回の提出物に関しては、昨年登録した機器が対象となっているので、それを配置したうえで、

属性を表示したダイアログのキャプチャーと機番を含めたプロット図が必要である。その際、見上

げ、見下げは 各 CAD が行える範囲でよいものとする。 

 

4）ダイキン工業 

（中西氏） 

・昨年作成された機器のみを置き換えるので、置き換えないものはリストに掲載されない 

 

・今後、STEM 最新版に対応したら嬉々として取り込まれる内容のまとめにする。 

 

5）シスプロ 

（本田氏） 

・ダイキン工業と同じような状態での提出となる 

 

6）ここまででのその他事項 

・メーカーモデルは、現在サイトに上がっているものだけを対象にするどうかに関しては、昨年の

報告書の中から機種を選択したうえで、メーカーにさらに提供してもらえるのか手を挙げていた

だいたくように吉原氏、山中氏、メーカーで協議するものとする。提出してもらうデータ形式は、

中間ファイル／Tfas／Rebro いずれのものを利用するのかはメーカー次第とする。 

・メーカーのオブジェクトは、それだけの属性のキャプチャーと、配置されているものは特に必要

なしとする。メーカーのオブジェクトは今年度の対象ではないので、細かく入れる必要はない。 

・属性情報の中身が違うこともあるので、ネイティブ／中間ファイル、可能ならば両方が今後のた
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めになる。１８日までは各ベンダーはジェネリックで作業を進行進めておくものとする。メーカー

から入手したデータを確認したうえで、特定のベンダーへのさらなる依頼を実施する。 

・各ベンダーのネイティブが１８日のコア会議では上がってくるので、ベンダーのネイティブを見

せてもらいながらユーザー視点でのコメントを集める。 

・ベンダーのデータは、特にユーザーに渡すことはせずに評価する範囲とする。限定ユーザーに開

示することは後々可能である。 

 

7）ファーストスキル 

（吉田氏） 

・気開設、空調機は問題なし。 

・電気は吉永氏に調整をしてもらっている。それと最終の MDV が属性の入力を行う上でいつにな

るのかを知りたい 

 

・発電機は昨日分で、太陽光はこの後すぐに渡すことができる。（吉永氏） 

・作業時間を鑑みて、今回作成するものでの関連 MDV で十分として、ダイテックに渡す。ダイテ

ックでは、届いた MDV を正としてアップするので、そのまま試行サイトのマスターデータを更新

する。同時に STEM 形式のデータをアップする。 

 

・以上の流れで電気については２５日を目標にファーストスキルで作業を行う。 

・ジェネリックオブジェクトが試行サイトに掲載できていないが、報告書は作ることができる。 

 

8）目次に関して 

・章構成 2)-2-(5)とかは、PRISM の項目とは異なるが、PRISM として出す報告書が BLCJ の報告

書にスライドして入れる形式になるので、項目としては入れている。 

・建築は昨年度よりもボリュームを少なくしているので、設備もそうしたい。 

・S0～S7 は、誰の合意も取れていないので、整備をし始めているということではいいが、報告書

としては違和感がある。 

・個別の機器を全て載せるのはボリュームがありすぎるので、代表的な機器だけにする 

・2-1,2-2 は重複するのでまとめられるのではないか。 

・分担は本日決定しない。 

 

・国土交通省連携事業の報告は新菱冷熱工業で作成していただく。 

・官庁営繕部の長野合同庁舎の部分は、正式なルートまでつなげて作成してもらうには困難なの

で、あるレベルまでのまとめで作成するしかない。その冒頭に営繕の発注仕様書の掲載等の許可等

を BLCJ で調整願う。 
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・評価表に関して、オブジェクト評価シートをモデルに対して作成する。 

・建築は何らかの形で行う予定である。 

・アンケートを実施して考察欄をまとめるなどは期間的に内容的にも無理がある。 

・何を評価するかなども明確ではないので、全体の傾向としてのまとめしかできない。ベンダーの

考察があればよいのではないか。項目をまとめておくほうが、各社もまとめやすいのではないか。 

 

 

3．その他の調整事項 

  日程 １８日 13:15～15:00 

       ２５日 15:00～17:00 を 10:00～12:00 に変更する 

  一カ月でスケジュールを調整して、報告書を作成する 

  データを共有して作業を行える環境を Teams で山中氏に調整してもらう 
 
  
【配布/説明資料】 

資料 設 1-1. BLCJ 設備本会議(第 3 回)20210202 議事次第 

資料 設 1-2. BLCJ 会員リスト･設備部会メンバーリスト 

資料 設 1-3. BLCJ 設備コア会議(第 1 回)20201224 議事録(案) 

資料 設 1-4. BLCJ 設備コア会議(第 2 回)20210119 議事録(案) 

資料 設 1-5. 技術運営委員会・各部会の活動_設備部会 

資料 設 1-6. サンプルモデル概要と整備するオブジェクトリスト 

資料 設 1-7. 2020 年度 PRISM 概要｢設備関連｣ 

資料 設 1-8.｢設備仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト編成概要 

資料 設 1-9. BLCJ オブジェクト標準 Ver2.0 イメージ 
 
 
 
 

建築研究所 建築保全センター

確認印
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２）設備設計分野における検討 

2)-1 オブジェクトライブラリの拡充(本年度拡充したジェネリックオブジェクト) 

実証プロジェクト等で必要とされることが想定される、中央熱源方式でのユニット形空気調和機や、

自家発電設備、太陽光発電設備などのオブジェクトを追加で作成した。 

2019 年度に試作したオブジェクトから下記赤文字の機種の拡充を行った。 

表 2-1-4-1 本年度拡充した部位・部品のライブラリーデータ 

 部品・部位の個別具体のライブラリーデータ 

冷凍機 吸収冷凍機 
排熱投入型
冷温水機 

空冷ヒート
ポンプ 

遠心冷凍機 
スクリュー
冷凍機 

吸収冷温水
機 

 

ポンプ 
空調用ポン
プ_立形 

空調用ポン
プ(横型） 

揚水ポンプ
(横型） 

水道用直結
加圧ポンプ 

水中ポンプ 消火ポンプ  

送風機 全熱交換器 天井扇 
遠心送風機
(片吸込） 

遠心送風機
(両吸込） 

軸流送風機 
消音ボック
ス付送風機 

排煙機 

空調機 
コンパクト
空調機 

ユニット形
空調機 

ファンコイ
ルユニット 

パッケージ
型空調機 

ルームエア
コン 

マルチパッ
ケージ室外
機 

マルチパッ
ケージ室内
機 

湯沸器 ガス給湯器
連結式 

ガス給湯器 貯湯槽横形 
貯湯式電気
温水器 

ヒートポン
プ給湯器 

貯湯槽立形  

衛生器具 洋風大便器
_壁掛 

洋風大便器
_床置 

小便器 
(壁掛） 

小便器 
(床置） 

洗面器 手洗器 掃除流し 

照明器具 
システム天
井用照明 

照明器具ベ
ースライト
型(露型） 

照明器具ベ
ースライト
型(埋込型） 

照明器具
(ダウンラ
イト) 

非常用照明 誘導灯  

配電機器 実験盤 OA盤 分電盤 制御盤 開閉器盤 警報盤  

 部品・部位の個別具体のライブラリーデータ 

その他機
器類 

有圧扇       

給排水 受水タンク 
小型給水ポ
ンプユニッ
ト_縦形 

     

電気 ディーゼル
発電機 

太陽光発電
設備 

     

 

今回試作した設備オブジェクトは、中間ファイル形式（3D-DWG・2D-DXF、IDX データ）により整備し

た。形状を作成する上では、機器メーカーのカタログを元にせざるを得ない場合も多いが、公平性を踏

まえて可能な限りデフォルメした表現になるように心掛けた。 

属性情報項目については、BLCJ オブジェクト標準 1.0 で必須「◎」、推奨「●」の項目を入力した。

メーカーの型式名称や仕様値とは別に、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編、機械設備工事編）

等で定義される呼称や形式や、建築設備設計基準や建築設備計画基準等の文献に記載されている能力・

風量・水量等、更に Uniclass コードや Omniclass コード等を入力した。属性情報の入力にあたって

は、風量の特強や強、弱運転など複数の条件下での数値入力が必要な場合があるので、「条件設定 ID」

という仕組みを用いて入力を行った。また、今回は、50Hz と 60Hz などの周波数の違いによる能力値の

記載についても「条件設定 ID」を用いて、属性情報データベースの整備を行った。 
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 作成したジェネリックオブジェクトの評価 

ⅰ．作成したオブジェクトについて 

以下に、今回作成した設備系ジェネリックオブジェクトのうち、代表機種の形状データ、属性情報デー

タを示す。（詳細資料は【資料編】参照 ） 

ユニット形空気調和機 横形 
 

 

図 2-1-5-1 ユニット形空気調和機 横形 3D-DWG データ 

 自家発電設備 ディーゼル発電機 

 

 

図 2-1-5-7 ディーゼル発電機 3D-DWG データ 
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太陽光発電設備 

 

 

図 2-1-5-10 太陽光発電設備 3D-DWG データ 

 ジェネリックオブジェクト編成結果・考察 

本年度追加を行ったオブジェクトは、実証プロジェクト等で必要とされることが想定される設備機器

類の追加を行い、昨年度と同じくジェネリックオブジェクトを試行サイトにデータ登録した上で、機械

設備オブジェクト作成 WG、電気設備オブジェクト作成 WG にて評価を行った。  

 

試作したジェネリックオブジェクトの作成要件である、BLCJ オブジェクト標準 1.0 の必須「◎」、推

奨「●」の属性情報が入力されているか、形状データのデータ容量が過大になっていないか、形状デー

タが公平性を踏まえて適度にデフォルメされたものになっているかなどについて、「オブジェクト評価

シート」に則って記載して頂き、取りまとめを行った。このオブジェクト評価シートの個表については

資料編に掲載する。  

 

電気設備で登録を行った非常用発電設備、太陽光発電設備のジェネリックオブジェクトに関しては、

属性情報テーブルのシステム側整備が次年度対応となっており、必要最小限の属性が登録されているこ

とまでは確認を行っている。また、メーカーオブジェクトの属性に対するメーカー意見要望の反映、電

気設備では受変電関係のオブジェクト属性の追加は実用面において重要といった意見も出ている。建築

確認申請や各種届出で必要となるオブジェクト属性情報は優先して追加するべきといった意見が高まっ

てきており、次年度のジェネリックオブジェクト属性整備で対応していく必要があると考えられる。 
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2)-2 オブジェクト属性およびオブジェクトライブラリの充足度の検討 

・本年度の追加項目(設計･施工・維持管理オブジェクト属性整備) 

ｉ設備仕様属性項目一覧 

a)BLCJ｢設備仕様｣｢電気仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢ジェネリックオブジェクト｣ 

  ｢メーカーオブジェクト｣に、｢施設管理オブジェクト｣編成を追加､ 

設備・電気､仕様属性項目内容の整備追加および､コード番号整備､属性名称英訳､仕様属性 ID附番を 

行った。 

表 2-2-3-7 

 
 

 ※2020 年度整備した仕様属性内容は､下記凡例｢緑背景､赤文字｣で示した部分。 

※国土交通省｢建築分野における BIM の標準ワークフローとガイドライン｣ 
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・建築 BIM 推進会議ステージ｢S2･S3･S4･S5･S6｣に編成する属性情報値拡張整備 
 

 ｢表 2-2-3-7｣は､大分類による機器別に属性情報を一覧でまとめた表になっているため、例えばマルチ

パッケージ形空気調和機(EHP)と、ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機(GHP)でそれぞれ入力すべき

属性情報が何であるかを判断することが困難であるため、もう一段細かい分類による主要な機種別(カ

テゴリ別)で、必要な属性情報一覧を｢表 2-2-3-8｣にまとめた。このカテゴリ別パラメータリストでは、

BIM のプロジェクトデータの中で、ステージ別に入力すべき属性情報値を、必須「◎」、推奨「●」、随

時「〇」に段階を分けて、入力例も含めて例示している。 

また､この詳細編成では、国土交通省：建築 BIM 推進会議で定義しているステージ｢S0 S7｣範囲の内 

主要に使用する｢S2･S3･S4･S5･S6｣に編成する属性情報値として､今年度拡張整備を行った。 

なお、プロジェクトにロードする前の、ジェネリックオブジェクトやメーカーオブジェクトが、デフ

ォルトで入力しておくべき属性情報値についても考え方を示している。 

 

表 2-2-3-8 

 

ｄ)BLCJ｢電気｣資機材コード体系 
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今年度新規に作成したオブジェジェクトの該当項目が不足していたため、電気機器分類コードに 

追加し再編成を行った。 

電気機器分類コード追加編成｢自家発電設備｣｢太陽光発電設備｣を示す。 

表 2-2-4-5 

 

 

 (５)設備オブジェクトライブラリの充足度検討 
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今年度までに設備で整備してきたジェネリックオブジェクトの総数を、提供頂いたメーカーオブジェ

クトと合わせて、以下の表に示す。 

 表 2-1-4-1 の本年度拡充した部位・部品のライブラリーデータにあるように、一般的な建物で利用さ

れる主要な設備オブジェクトは概ね整備ができており、表 2-1-4-2 の本年度拡充した設備機器の一覧

や、表 2-1-3-4 の 2019 年度に拡充した設備機械の一覧にあるように、代表機種については複数番手に

渡って必要なラインナップも揃えられており、各ベンダーやメーカーがオブジェクトを作成する上での

サンプルとして捉えると、必要と考えられるものの整備は概ね完了していると考えられる。 

  

ただし、設備で実務を遂行していくためには、この程度の個数では到底足りておらず、必要なオブジ

ェクトは機種だけでも数百点以上を必要とし、更に各機種で複数番手をラインナップする必要もあるた

め、数千～数万点のオブジェクトを整備する必要がある。 

実用を考えると更にオブジェクトを拡充していかなくてはいけない訳だが、既に各ベンダーやユーザ

ー会では、少なくとも形状データについては、必要なジェネリックオブジェクトをネイティブデータと

して整備ができているため、これらを有効に活用した方が現実的であると考えられる。 

その代わりに、属性情報の整備の方が滞っているため、この属性情報の整備に力点を移すべきであ

る。今、設備で必要とされているのは、メーカーの最新の属性情報値(パラメータバリュー)を収集し、

各オーサリングツールへネイティブデータとして取り込む仕組みの構築であり、その実現を最優先に目

指していくべきである。 

  今年度までに設備で整備した試作ジェネリックオブジェクト総数一覧 

表 2-2-5-1 
 

種  類 
2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 
合計 内    訳 

設

備 

ジェネリック 

オブジェクト 
69 228 32 329 

空調設備 255:、衛生器具:37、照明器具･配電盤: 

40、DWG:224、Revit:15、Rebro:17、FILDER 

CeeD:17、Design Draft:17、CADWe’ll 

Tfas:17、CADEWA Smart:17 

メーカー 

オブジェクト 
6 320 － 326 

空調設備:200,換気設備:90、衛生器具:20、照明

器具･盤類:16､(ダイキン、東芝キャリア、三菱電

機、日立グローバルライフソリューションズ、ノ

ーリツ、LIXIL、TOTO、 三菱電機照明、河村電機

産業) 

計 75 548 32 655 
 

 

 

 

 

2)-3 サンプル建物での検討 

 業務の目的 

BIM を実施している設計段階における属性項目の活用の可能性について検討することを目的とする。検
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討は仮想建物での作図試行にて実施し、標準的なジェネリックオブジェクトがどの程度利用可能かを検

証した上で、期待される用途、入力や利用に関する課題、標準化すべき属性やルールなどについて整理す

る。 

 業務の概要 

検証要領は、仮想建築モデル(S2 基本設計)に、設備設計を(Revit)にて行い、BIM モデルを作成した上

で、設備 BIM 専用ソフト(6 種類)で使える形式に変換する。 

設備 BIM 専用ソフトは、以下の候補ソフトウェアを選択の範囲とする。 

・Autodesk Revit ・NYK システムズ Rebro ・ダイテック CADWebll Tfas、CADWebll Linx 

・四電工 CADEWA Smart ・ダイキン工業 FILDER CeeD ・シスプロ Design Draft 

設備設計は、S2 基本設計と、S3 実施設計 1 を想定して Revit にて作図した上で、標準的なジェネリッ

クオブジェクトの検証を目的に一部 S4実施設計 2でモデリングする器具類も追加した上で、設備 BIM 専

用ソフト(6 種類)に変換を行う。 

サンプル建物の設備設計モデル 
以下に、S2 基本設計と S3 実施設計 1を想定して、Revit でモデリングし出力したものを示す。  

 

２．ステージ３(実施設計１)  ：Revit 

【３Ｄビュー】 
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【機器プロット】 

 

 

      ＲＦＬ         ３ＦＬ 

 

図 2-3-3-12 ステージ 3 設備機器プロット図 

 サンプル建物の評価 

サンプル建物は、小規模事務所を想定して作成されており、意匠・構造・空調衛生・電気のオブジェクト
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で構成されている。 

設備システムはこの規模の事務所ビルで多く採用されているシステムから選択している。 

加圧給水システムを採用しているため、受水槽は設置されていない。また、給湯器は電気式ではなくガス

式が採用されている。 

サンプル建物は Revit で作成されている。設備 BIM 専用ソフトへのサンプル建物の取込みは、設備 BIM 専

用ソフトのネイティブ変換を利用するか、Revit から出力された IFC ファイルを取込むことで行われた。 
 

 試行結果・考察 

ⅰ.サンプル建物での試行考察 

 サンプル建物での各設備 BIM専用ソフトでの取込みに関する結果は、下記の通りである。 
 
 1)NYK システムズ Rebro 

・BLCJ 標準オブジェクト、メーカーオブジェクトの形状で、平面 2D形状が登録されいない部材が

あった。 

・形状データ（DWG）のレイヤー名が BLCJ 仕様と不一致のため、加工してから読み込み、図面に配

置する必要があった。 

・図面渡しを想定するなら、機器番号の受け渡しを検討する必要があるが、現時点では機器カタロ

グの定義のため機器番号の読み込みに対応していない。 

・ジェネリック部材に対し、接続口の追加登録が望ましいと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-1-1 ステージ 3 Rebro 設備機器 3Dビュー 

 

 

 

 

2)ダイテック CADWe'll Tfas ／ CADWe'll Linx  

・Stem 仕様では必須となっている 2D の平面図がないオブジェクトがあった。 
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それらについては実装されている機器データ取り込み機能で取り込めないため、2Dの平面図を別

途作成し登録しなければならなかった。 

   ・BLCJ 仕様で、2Dの平面図を必須条件とするか明確にする必要がある。 

   ・機器番号が BLCJ 仕様の属性にはないため取り込めなかった。 

・機器の正面方向について、Stem 仕様ではカセット形は冷媒接続のある面を正面とすると定義さ

れているが、メーカーによっては正面方向が異なるものも存在している。メーカーによって正面

方向が異なると、ユーザーが回転操作等をする必要がある。正面方向の定義の統一が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-2-1 Tfas 資料 

 

3)四電工 CADEWA Smart 

・置き換え対象となる衛生器具について、Revit データを CADEWA Smart に読込みした時点で     
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衛生器具の形状が一部おかしいと思われる箇所があった。 

・Revit 側の問題か、 CADEWA Smart 側の問題かは現在調査中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-3-1 Smart 資料 

 

4)ダイキン工業 FILDER CeeD 

・Stem 仕様 Ver10 形式の機器取り込みに対応していないため、BLCJ 標準で提供している機器デー

タをそのままでは取り込めず、 FILDER CeeD の機器データとして再登録してから利用することに

なった。 

   ・機器番号の情報が渡らず、機器表などへの展開が困難であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-4-1 Ceed 資料 

5)シスプロ Design Draft 

   ・機器番号に関しては、ライブラリから継承する仕様にしていない。 
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   ・属性情報に関して、内部的には一部を覗いて文字列で保有しており、型を定義していない 

   ・機器類に関しては、縮尺と表現精度が関係する仕様ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-5-1 Design 資料 

６)Rebro：ステージ４(実施設計２)、BLCJ 機器メーカーBIM ﾓﾃﾞﾙ展開例 

ビル用マルチ 4方向カセット形室内機 0 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-6-2 Revro 資料 

パブリック向けタンクレストイレ 
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 図 2-5-6-3 Revro 資料 

照明器具ベースライト型(埋込型)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-6-5 Revro 資料 
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図 2-5-6-5 Tfas 資料 

 

 

 7）まとめ 

・大きな課題として、機器番号が渡らないことが判明した。元々の BLCJ 仕様がメーカーカタログベースの
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カタログ情報を横串検索することを主眼として開発された旧Stem仕様の大部分を継承していることが原

因である。第 1優先で解決すべき次項と捉えなければならない。 

・2D図面が登録されていない中間ファイル方式のジェネリックオブジェクトでは、設備 BIM 専用ソフトの

内蔵オブジェクトに手動での置き換えが必要な場合が発生している。 

・BLCJ 仕様に準拠したオブジェクトを扱えない仕様にとどまっている設備設備 BIM 専用ソフトもあり、ユ

ーザーからは自分が使っているソフトで使えなければ、ジェネリックオブジェクトは厳しい評価を受け

ざるを得ない。 

・機器正面の定義がメーカーで異なっている恐れがあり、正確に定義して、メーカーに伝達することが必

要となっている。 

・ジェネリック部材に、接続口の追加登録が望ましいとのコメントもあった。 

2)-4 サンプル建物での検討による属性・オブジェクトの修正・整備 

 業務の概要 

サンプル建物での検証を踏まえ、属性情報や、ジェネリックオブジェクト、メーカーオブジェクトの修

正・整備を行い、今後の課題を整理する。 

 属性情報の修正・整備と課題 

BIM オブジェクト標準 2.0 変遷に向けて、設備としては、FM やコミッショニングで活用可能な属性情報や、電気

設備・自動制御設備で必要になる属性情報を定義する必要がある。 

また、建築確認申請や省エネ適判などで利用可能なものにする必要がある。 

ⅰ.当初想定していた BIM オブジェクト標準 2.0 の変遷 

BIM オブジェクト標準 2.0 への拡充は、当初は、Ver1.0 で対象外としていた設備機器について、属性情報項目

を変遷することが想定されていたが、この範囲では、設備機器しか対象になっておらず、コミッショニングや、建築

確認申請などで必要になるオブジェクトを網羅できていない。 

表 2-4-2-1 当初想定していた BIM オブジェクト標準 2.0 の変遷内容 

 

 

ⅱ.連携を見据えた、対象カテゴリーの拡充 

設備機器については、建築確認申請などとの連携も見据えた属性情報標準の整備を進めてきている
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が、連携を深めていくには、機器や電気器具以外のダンパーやバルブなど、下記に示す未定義のオブジ

ェクトについても、属性情報標準を整備していく必要があり、ダクトや配管等については、be-bridge

で基本的な部分については定義されているが、建築確認申請や省エネ適判などで必要な属性情報をカバ

ーできているかは検証しておく必要がある。 

表 2-4-2-2 未定義カテゴリと連携項目(再掲載) 

 建築確認申請 省エネ適判 消防同意 仕様書 積算 FM コミッショニング 
設備機器 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
電気機器 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
電気器具 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 
ダクト 〇 － 〇 〇 〇 〇 － 
配管 〇 〇(中央給湯) 〇 〇 〇 〇 － 

ラック等 〇 － 〇 〇 〇 〇 － 
制気口 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 

ダンパー等 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 
バルブ等 － － － 〇 〇 〇 〇 
計器類 － － － 〇 〇 〇 〇 
消火器具 － － 〇 〇 〇 〇 － 
防災器具 － － 〇 〇 〇 〇 － 
空間要素 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
情報 

〇 － － 〇 〇 〇 － 

 
 

 ジェネリックオブジェクト修正・整備と課題 

今回の設備系のジェネリックオブジェクト拡充は中間ファイル形式を中心に実施したが、中間ファイル

形式で、様々な建物用途でしかも小規模から大規模建築物までをカバー可能な設備機器のオブジェクト

を拡充するには、数千～数万点を整備する必要があり膨大な作業を要しコストと時間を浪費しかねない。 

オブジェクト整備を効率化し、最新の機器データの情報を継続して反映していくためには、以下の変

換ソフト(変換①～③)を整備することの方が重要で、オブジェクト整備よりも先に、ソフト開発を優先

する必要性があると考えられる。 

対応が容易になるように配慮すべきである。理想は、マスターデータ(KANREN.mdb)をクラウドに配置

して、リアルタイムに属性項目が更新可能な仕組みの構築を目指すべきである。 

変換①：属性情報データベースから、ジェネリック・メーカーオブジェクトへのパラメーターインポーター 

変換②：BLCJ 変換(CSV＋DXF⇒ネイティブ)のバージョンアップ 

変換③：パラメトリックなネイティブのオブジェクトから、3D-DWG+2D-DXF への変換(当初は手動) 

メーカーがオブジェクトを作成する上で、属性情報に入力する数値の単位についてルール化が必要で

ある点や、形状寸法を正確に再現すべき範囲は外形・接続口位置・固定位置・吊位置以外にどこまであ

るか、形状寸法について可変するもの(最小～最大等)の扱いをどうしたら良いか、複数ユニットの場合

の接続口の設定方法をどうするかなどの意見が出ており、ジェネリックオブジェクト以上に細かな方針

を決めておく必要があることが改めて浮き彫りになった。今後、施工者を中心に指針を定めていく必要

があると考えられる。 

 

未
定
義 
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2)-2 オブジェクト属性およびオブジェクトライブラリの充足度の検討 

(1)業務の目的 

BIM のワークフローにおけるオブジェクトの属性情報の活用状況を確認し、オブジェクトが具備する

形状、属性情報の過不足について検討を行う。特に、維持管理段階における施設管理情報の取得のために

必要となる情報が、オブジェクトの属性情報として取り扱われるかについて、留意する。 

また、各ステージにおいて BIM による設計を行うことを想定して、これまでに整備したジェネリック

オブジェクトによってどの程度の範囲のオブジェクトが整備されているかについて検討を行う。 
 

(2)業務の概要 

過年度編成の内容の充足度検討を行い、オブジェクト属性およびオブジェクトライブラリの充足度検

討として、ジェネリックオブジェクト仕様､メーカーオブジェクト仕様に加え、今年度は施設管理関連仕

様の拡張整備を行う。また前年度までに編成した設備機器､電気機器オブジェクト属性の整備、建築 BIM

推進会議での｢S2～S6｣各ステージごとの属性仕様利用属性の検討、並びに今年度追加する機器類のカテ

ゴリー分類コードの整備備、仕様属性項目の整備を行う。 
  
(3)設備オブジェクト属性の充足度検討 

・前年度作成結果の整理(設計･施工オブジェクト属性整備)  

2019 年度に編成した｢設備オブジェクト属性情報一覧作成結果の整理確認を行った。 

ｉ.設備仕様属性項目一覧 2019 年度｢ｼﾞｪﾈﾘｯｸｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ｣｢ﾒｰｶｰｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ｣編成表 

 表 2-2-3-1 
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ⅱ.BLCJ｢設備仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢ジェネリックオブジェクト｣ 

表 2-2-3-2 

 
 

 

40/68



  4   

 

ⅲ.BLCJ｢設備仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢メーカーオブジェクト｣Parameter Mapping 

表 2-2-3-3
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ⅲ電気仕様属性項目一覧 2019 年度｢ｼﾞｪﾈﾘｯｸｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ｣｢ﾒｰｶｰｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ｣編成表 

表 2-2-3-4 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42/68



  6   

 

ⅴ.BLCJ｢電気仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢ジェネリックオブジェクト｣ 

表 2-2-3-5 
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ⅵ.BLCJ｢電気仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢メーカーオブジェクト｣Parameter Mapping 

表 2-2-3-6 
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・本年度の追加項目(設計･施工・維持管理オブジェクト属性整備) 

ｉ設備仕様属性項目一覧 

a)BLCJ｢設備仕様｣｢電気仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢ジェネリックオブジェクト｣ 

  ｢メーカーオブジェクト｣に、｢施設管理オブジェクト｣編成を追加､ 

設備・電気､仕様属性項目内容の整備追加および､コード番号整備､属性名称英訳､仕様属性 ID附番を 

行った。 

表 2-2-3-7 

 
 

 ※2020 年度整備した仕様属性内容は､下記凡例｢緑背景､赤文字｣で示した部分。 

・建築 BIM 推進会議ステージ｢S2･S3･S4･S5･S6｣に編成する属性情報値拡張整備 
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 ｢表 2-2-3-7｣は､大分類による機器別に属性情報を一覧でまとめた表になっているため、例えばマルチ

パッケージ形空気調和機(EHP)と、ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機(GHP)でそれぞれ入力すべき

属性情報が何であるかを判断することが困難であるため、もう一段細かい分類による主要な機種別(カ

テゴリ別)で、必要な属性情報一覧を｢表 2-2-3-8｣にまとめた。このカテゴリ別パラメータリストでは、

BIM のプロジェクトデータの中で、ステージ別に入力すべき属性情報値を、必須「◎」、推奨「●」、随

時「〇」に段階を分けて、入力例も含めて例示している。 

また､この詳細編成では、国土交通省：建築 BIM 推進会議で定義しているステージ｢S0 S7｣範囲の内 

主要に使用する｢S2･S3･S4･S5･S6｣に編成する属性情報値として､今年度拡張整備を行った。 

なお、プロジェクトにロードする前の、ジェネリックオブジェクトやメーカーオブジェクトが、デフ

ォルトで入力しておくべき属性情報値についても考え方を示している。 

 

表 2-2-3-8 
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 設備オブジェクトライブラリの充足度の検討 

 BLCJ｢設備仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リストのうち、昨年度作成したジェネリックオブジェクト

で不足していた属性情報など部分的に追加を行った(表の赤字の属性情報項目)。その項目を含めて、

｢施設管理オブジェクト｣編成の追加明細と合わせて、以下の表に示す。 

ａ）BLCJ｢設備仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢施設管理オブジェクト｣編成追加明細。 

表 2-2-4-1 
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ｃ)BLCJ｢電気仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リスト｢施設管理オブジェクト｣編成追加明細。 

表 2-2-4-2 
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ｄ)BLCJ｢電気｣資機材コード体系 

今年度新規に作成したオブジェジェクトの該当項目が不足していたため、電気機器分類コードに 

追加し再編成を行った。以下に再編成後の電気機器分類コードを示す。 

表 2-2-4-3 
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ｅ)BLCJ｢設備｣資機材コード体系、設備機器分類コード編成を示す。 

表 2-2-4-4 
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ｆ)BLCJ｢電気｣資機材コード追加部分 

電気機器分類コード追加編成｢自家発電設備｣｢太陽光発電設備｣を示す。 

表 2-2-4-5 
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ｇ)BLCJ｢カテゴリ別パラメータリスト｣ 

 

表 2-2-3-1～2-2-3-9 の BLCJ｢設備仕様｣｢電気仕様｣機器分類毎の仕様属性項目リストでは、大分類に

よる機種別に属性情報を一覧でまとめた表になっているが、この表では、例えばマルチパッケージ形空

気調和機(EHP)と、ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機(GHP)でそれぞれ入力すべき属性情報が何で

あるかを判断することが困難であった。そのため、もう一段細かい分類による主要な機種別(カテゴリ

別)に、必要な属性情報一覧をまとめた表を整理した。このカテゴリ別パラメータリストでは、BIM のプ

ロジェクトデータの中で、ステージ別に入力すべき属性情報値を、必須「◎」、推奨「●」、随時「〇」

に段階を分けて、入力例も含めて例示している。 

なお、このカテゴリ別パラメータリストでは、プロジェクトにロードする前の、ジェネリックオブジ

ェクトやメーカーオブジェクトが、デフォルトで入力しておくべき属性情報値についても考え方を示し

ている。 

表 2-2-3-13 には、そのうちの一例のみ示しているが、その他の機種については資料編に掲載した。 
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ｈ)BLCJ｢カテゴリ別パラメータリスト｣ 

表 2-2-4-6 カテゴリ別パラメータリスト(案) 

  ・冷凍機(電動系) 
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